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Modern theater, theater director and movement of people is different by performing work. Has recently 
diversified representation and stage equipment. In addition, singing and dancing, if a performance can become 
the fly and "stage" anywhere. Be designed to fit the stage work itself is difficult to configure, depending on the 
shape of the stage work, it is possible to produce. I was thinking of stage space can not be funny to have a 
different look on the stage, and more, can affect a variety of work. 
In addition, the facilities of the theater, the general public from museums and unapproachable. Always 
engaged in exhibition, museum to be visited at any time unlike the theater not only visit certain people come to 
see the work that is done on that day. For those who do not see the stage, etc. I usually become unfamiliar 
facility. In addition, it would be something like a closed to the outside of the box that covers the interior space 
architecture itself. Proposed space to experience the space in the hope that more people in the theater, people 
can easily visit, you will want to visit the building in addition to use as a theater. 
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1．はじめに 
現代の演劇は、上演作品によって人の動きや舞台演出
は様々である。最近は表現方法や舞台装置も多様化して
いる。また、歌ったり踊ったり、パフォーマンスを行え
ば、その場はどこででも「舞台」と成り得る。舞台自体
を作品に合わせてデザインする事は難しいが、舞台の形
によって作品を構成、制作する事は可能である。舞台に
様々な表情を持たせる事で、作品に様々な影響を与える
事が出来、より面白い舞台空間ができないかと考えた。 
また、劇場という施設は、美術館より一般の人が寄り
付きにくいものである。常に展示を行っており、いつで
も訪れられる美術館と違い、劇場はその日に行われる作
品を見に来る特定の人しか訪れない。普段舞台等を見な
い人にとっては馴染みのうすい施設となっている。更に、
建築自体も内部空間を覆う箱の様に外部に閉鎖的なもの
になってしまっている。より多くの人に劇場空間を体感
してもらえるように、人々が訪れやすい空間、劇場とし
ての利用以外にも訪れたくなる建物を提案する。 
 
2．論文概要 
2-1 研究目的 
「劇場」の設計を計画しておるが、「劇場」といっても
様々なタイプが存在する。オペラ専用のもの、オーケス
トラコンサート専門のもの、古典芸能専門のもの、演劇
専門のもの、音楽ライブ専門のもの、多目的型のものな
どがある。そんな中で、私は今回最も作品ごとで空間の
つかわれ方に変化が生まれる、「演劇」の上演を中心と
した劇場の設計を行うことにする。 
劇場設計を行っていく上で、劇場の歴史や演劇の歴史、
舞台空間のあり方について、知っておく必要があるだろ
う。また、実際に劇場を利用する人たちがどのような劇
場を求めているのかを知ることは、設計の参考になる。
現在の劇場の現状をふまえた上で計画を行えるよう、劇
場・舞台空間の研究調査を行う。 
 
2-2 研究方法 
演劇・劇場の歴史、近代の演劇の特徴や劇場の事例研
究を通して現在の劇場建築の状況を把握し、各専門家や
観客といった利用者が劇場に求めている要素は何かを調
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査。そこから得られたことをふまえて、舞台空間の構成
を考えながら劇場の計画を行う。 
 
3．考察 
劇場というのはその時代の社会背景が特徴としてよく
現れる建物である。最近の劇場はワークショップを開い
たり、地域との交流を催したりする劇場運営側も多い。
人との交流が希薄になってきているといわれる現在だが、
一方でワークショップや交流の機会を設けることが、劇
場に限らず多くの場で積極的に行われている。つまり、
現代の劇場の傾向は参加型劇場といえる。また、演出者
側が、稽古場群、育成施設、上演空間が一体となった場
を望んでいたり、市民参加型の劇場を求める観客側の意
見から、現代は演出者側と観客側が交わることが可能な
劇場が求められているのではないだろうか。そういった
背景もあり、北上市文化交流センター さくらホールのよ
うな劇場が好まれるのではないかと感じる。 
さらに舞台空間でも、両者ともお互いと空間との一体
感を求めている。舞台形状では包囲型の舞台が最も一体
感を生み出すための舞台として適しているのではないか
と考える。 
 1980 年代から 90 年代にかけての劇場建設ラッシュで
つくられた多くは多目的ホールであるが、多目的＝無目
的という意見がある。多目的ホールは規模が中途半端で、
結局どのタイプの演目にも適さないのだという。最近で
は劇場に留まらず、倉庫やその他文化施設で公演を行う
劇団も多い。空間を自由に使うからといって、どんな空
間ででも上演可能なわけではない。演目によって劇場の
規模は重要な要素になるといえる。とくに、劇場とコン
サートホールでは求められる規模がまったく異なる。今
一度、専用劇場のあり方を考えていく必要がある。 
 
4．設計概要 
劇場建築の調査を行って感じたことは、劇場は街に閉
鎖的である。大ホールの劇場は「ハレ」としての心象が
強く、建造物も強大なため、街に圧迫感を与えている。
一方で、｣小劇場はサブカルチャーな街に多く、地下にあ
ったり、カオスな場所にあったりと近寄りがたい印象が
ある。共に、劇場と街には大きな壁が存在している。 
近頃は、もっと気軽に利用できる仕組みにしたり、公
営では一般の人も訪れやすい劇場が提案され始めている。
しかし、ただ劇場に訪れやすくするだけでは、人は集わ
ないだろう。「劇場でうまれる体験」が魅力的であるこ
とで、人々はこの劇場に訪れてくれるのではないだろう
か。 
 そこで、演じる側と観る側の関係を利用した仕掛けを
つかった劇場空間を計画し、「劇場でうまれる体験」を
楽しんでもらえる、新しい劇場を、調査研究の考察を参
考にしながら提案する。劇場規模は大き過ぎず、アング
ラ過ぎない中間的なものを想定。 
 
4-1．敷地 
敷地は新宿３丁目付近に設定する。新宿は様々なタイ
プのエリアが点在する街であり、人の流れの多い街であ
る。また、東京の中心的存在であり、多くの人が訪れる。 
小劇場や芸能が盛んに生まれる街はサブカルチャーな
街である。新宿も数多くの小劇場があり下北沢に並ぶ演
劇のメッカである。小劇場以外に、大型劇場、専用劇場、
芸能関連施設が多く点在している。西新宿側にも、劇場
や芸能文化施設、練習用スタジオが多く存在する。そん
な新宿に新しいタイプの劇場を提案する。 
 
4-2．構成 
(1)創造から発表までが観える劇場 
創作者側の意見として、製作から発表までを一貫して
行える劇場を求めている。小劇場は建物の規模が小さい
為、同じ建物内に稽古場があることは少ない。今までも
大きな劇場では稽古場が付属したものがあるが、その場
合、稽古場は劇場内部に閉じ込められた形となり、バッ
クヤードの一部と化していた。 
創作者にとっては、「創る」から「発表」の一連の操
作全体が作品とも言えるのではないだろうか。特に、ア
マチュアにとっては日常的な練習や創作そのものに大き
な意味があり、「創る」時間も大切な作品の一部といえ
る。 
 そこで、今まで裏側にしまわれていた創作現場を表に
出すことで、創作から発表までが観ることのできる劇場
を計画する。  
 
(2)ダイアグラム 
劇場へのアプローチやプログラムの並べ方で敷地全体
の機能の配置を決めていく。 
   
 
 
5．おわりに 
劇場内で自然と発生する、『観る』の『観られる』の
関係性は、創作者側にも観る側にも新しい発見を与える。
観る側とだけでなく、創作者同士の視線の交わりも計画
したことで、創作者同士の交流が生まれ、そこから新た
な作品が生まれたりもするだろう。 
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 多くの人が利用する四季の道に面して建つこの劇場が、
新宿に点在する小劇場のまとめ役となり、新宿全体の芸
能文化を街に発信する新たな施設となる。 
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